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1883年アメリカにおける緑茶の偽装問題と新聞記事
趙 　思　　倩
Adulteration of Green Teas in 1883
—Based on America’s Newspaper—
ZHAO Siqian
Adulterated green teas expanded with the development of Chinese green tea 
overseas market. It was British East India Company that monopolized the sales channel of 
Chinese green tea after the 17th century. For this reason, Britain was the first country in 
the world to test the quality of Chinese green tea and raised a “Lie tea” problem. A very 
considerable amount of low-quality green tea was sold in the British tea market in the 
early 19th century, and many British researchers had studied imported green tea as an 
experiment object and constantly questioned the quality of tea leaves. In the latter part of 
the 19th century, the total amount of Chinese green tea exported to the United States 
exceeded that to the British, and the United States became the major export counterpart 
country of Chinese green tea and the largest foreign market, and the market for 
adulterated green tea was set in the United States as well. Moreover, in the United States 
at that time, the law concerning tea leaves had not yet been developed, and the tea 
market had not been regulated. Thus, extensive of spurious tea was flooded in the 
American tea market. According to the first tea act, an act to prevent the importation of 
adulterated and spurious Teas, in the United States conducted in 1883, the United States 
inspected imported tea leaves with inspection institutions in customs, import of a large 
number of adulterated tea was strictly prohibited. On this account, the America’s 
newspaper of 1883 was picked up much about adulterated teas. Thus, this paper 
examines the credibility of articles mainly on newspaper reports on tea adulteration issue 
published in the America’s newspaper in 1883, and examines the influence of adulterated 
tea in American society.
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一、はじめに
　19世紀後期になると、アメリカへ輸出された中国緑茶の総額がイギリスへのそれを超過するとともに、
アメリカは中国輸出緑茶の主な輸出地と最大の海外市場となったが、アメリカ市場における海外から輸
入された緑茶は玉石混淆であった。中国港で扱う茶商人は利潤を追求するため、商品とした茶葉の重量
を増加できるように茶葉の中に砂を混入すること、もしくは粗悪である茶葉或は他の植物、ひいては化
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学物が添加された茶葉を高品質の茶葉と偽って販売することがしばしば見られた1）。しかも、当時のアメ
リカでは、茶葉に関する法律がまだ未整備で、茶葉市場も規制されていなかった。その結果、アメリカ
茶葉市場で偽装茶が大量に氾濫することにより、アメリカにおける茶葉の偽装問題も一層注目された。
1882年より、外国からアメリカへの食品偽装の一とする茶葉の偽装問題に関して、アメリカは法的に対
処した。アメリカ国会はアメリカ茶葉市場において長期に存在していた低品質である茶葉についてアメ
リカで最初の「偽装茶葉輸入禁止条例（An act to prevent the importation of adulterated and spurious 
Teas）」という茶葉法律を公布し、1883年に正式に施行した。この法律は、アメリカにおいて偽装茶の
輸入を禁じることを規定する最初の法律であり、当時におけるアメリカ市場や茶商人、そして各国の茶
葉産業に衝撃が走った2）。
　アメリカが茶葉法律を施行する以前、イギリスは世界で最初に輸入茶葉とりわけ中国から輸入された
緑茶の成分を緻密に研究し、茶葉の偽装問題を提起した国であった。
　食品の偽装問題と偽装茶問題に対する国民意識は、近代化学の進歩とともに向上したと言える。その
際、イギリス化学界において多くの研究者は茶葉の成分を分析した。英国王立化学会（the Royal Society 
of Chemistry）の前身であるロンドン化学会（The Chemical Society of London）を創立した Robert 
Warington（1807-1867）は一人の化学研究者として、偽装茶（Adulterated Tea）の添加物について系
統的な分析を行い、1842年に発行された化学雑誌の“Memoirs and Proceedings of the Chemical Society”
に、その成果である“Observations on the green teas of commerce3）”が掲載されている。
　Robert Waringtonは、百倍率の顕微鏡で緑茶サンプルに付着している“a bright greenish blue colour”
という色素添加物が観察されたことを指摘した4）。このような添加物（不純物）の成分を確認するため、
緑茶サンプルを沸騰した湯に浸してから蒸留の方法によって液体中の成分を分離し、緑茶サンプルから
不純物を抽出した。そして、抽出された物質の反射光線の変化規律を観察することと、化学実験などの
分析方法により、茶葉サンプルでは添加物の存在と具体的な化学成分を明確にした。しかも、実験の結
果により、Robert Warington は成分と特徴によってこの粉末を四種類に分けた5）。
　第一種は、プルシアンブル（Prussian Blue）と硫酸カルシウム（CaSO 4 ）、あるいは石膏（CaSO 4 ・
 1） 趙思倩、「清代19世紀後期浙江平水茶葉的海外輸出情況」、『近代東亞海域交流：航運 · 海難 · 倭寇』、關西大學東亞海
域交流史研究叢刊、第七輯、台灣博揚文化出版社、2014年10月、135-154頁。
 2） 趙思倩「19世紀後期における浙江平水茶葉の海外輸出」、『東アジア文化交渉研究』第 8 号、（関西大学東アジア文化
研究科、2015年）、341-357頁。
 3） Robert Warington “XCVII. Observations on the green teas of commerce”, Memoirs and Proceedings of the Chemical 
Society, Volume 2, 1843, pp73-80.
 4） Robert Warington “XCVII. Observations on the green teas of commerce”, THE LONDON, EDINBURGH, AND 
DUBLIN PHILOSOPHICAL MAGAZINE AND JOURNAL OF SCIENCE. CONDUCTED BY SIR DAVID 
BREWSTER, K.H. LL.D. F.R.S.L. & E. &c. RICHARD TAYLOR, F.L.S. G.S. Astr.S. Nat.H.Mosc. &c. RICHARD 
PHILLIPS, F.R.S.L. &E. F.G.S. &c. ROBERT KANE, M.D. M.R.I.A., Vol.24: NEW AND UNITEDN SERIESN OF 
THE PHILOSOPHICAL MAGAZINE, ANNALS OF PHILOSOPHY, AND JOURNAL OF SCIENCE, 
JANUARY-JUNE, 1844., pp.507-51
 5） Observations on the green teas of commerce, p.511.
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2 H 2 O）を含有する粉末である。茶葉サンプルから検測された粉末は少量の色付き物質（青或はオレン
ジ）のある植物で構成されているが、大部分はこの粉末に属することが指摘された。第二種の粉末はプ
ルシアンブルに染色された硫酸カルシウムであると思われた。実験によって茶葉サンプルから検出され
た粉末はこれと同じように、茶葉サンプルの表面に付着する暗い青色の粉末では、青色の微粒が非常に
薄いのでまれに観測できるという性質を呈した。第三種は、プルシアンブルと黄色の染色物質付きの硫
酸カルシウムという二つの成分から構成された粉末である。この粉末の成分により、粉末の原料はカオ
リン（カオリナイト（Al 2 O 3 ・ 2 SiO 2 ・ 2 H 2 O）またはハロイサイト（Al 2 O 3 ・ 2 SiO 2 ・ 4 H 2 O））の
可能性が高いと指摘された。最初のバッチ（サンプル番号 NO.1-NO.5）とした茶葉サンプルから検出
された粉末の特徴はこれと一致する。第四種の粉末は、ほぼ光沢のない茶葉サンプルから検出され、成
分も硫酸カルシウムしかないと考えられた。Robert Warington の研究結果は、当時のイギリス化学界に
大きな影響を与えただけではなく、茶葉の販売市場にも波及した。
　1847年、イギリス人はイギリスが輸入した中国緑茶を検査して添加物を検出した。茶葉では添加物が
含有するかどうかの検査標準は、1843年に発表された Robert Warington の実験報告書“Observations 
on the green teas of commerce”であった。この報告書は、実験手順と添加物の成分を詳細に列記したた
め、当時における茶葉実験の参考基準とされた。これに関する記事は、1848年のThe Journal of the Royal 
Asiatic Society of Great Britain and Irelandで発表された“Report on the Progress of the Culture of 
the China Tea Plant in the Himalayas, from 1835 to 1847”にある。この書簡は、顕微鏡の観察と化
学実験の結果により中国から輸入された茶葉見本から青い顔料、石膏（硫酸カルシウム）及び磁土等の
添加物が検出されたことと、廣東において販売された緑茶を製茶する時に必ず青い顔料を添加し着色し
ていることが指摘されたのである6）。
　以上のように、当時における茶葉偽装（Adulterated Tea）問題についての研究を進めているイギリ
スの研究者は化学技術や食品分析領域の第一線で活躍していた。緑茶消費国の一つとなったアメリカも
その影響を受け、茶葉偽装（Adulterated Tea）問題にかかわる研究成果を幾つか転載した。1851年 2
月28日にアメリカ中西部の北東にあるオハイオ州（Ohio）に位置するクリーブランド市（Cleveland）で
刊行された新聞紙 The Cleveland Herald に“ADULTERATION OF TEA7）”をタイトルとして、イギ
リスの偽装茶に関する研究レポート（“The Commercial Hand Book of Chemical Analysis”）の内容を
引用した。しかし、19世紀中葉におけるアメリカ各新聞紙は、イギリス新聞に掲載されたこのような偽
装茶に関わる研究成果やレポートを相次いで転載していたが、これまでの長期にわたる中国緑茶の最大
の販売地であるイギリスと比べると、アメリカの茶葉市場、とくに緑茶市場はまだ初歩的な段階に置か
れていた。しかも、19世紀中期におけるイギリスの分析化学分野では研究者の人数も研究力や研究成果
もアメリカより高く、茶葉検査に関わる化学技術に制限されたため、当時のアメリカ人が手に入れた偽
 6） “Report on the Progress of the Culture of the China Tea Plant in the Himalayas, from 1835 to 1847”，J. Forbes 
Royle, 1848, The Journal of the Royal Asiatic Society of Great Britain and Ireland, vol. 12, London: John W. 
Parker, West Standard, 1850. pp. 146-147.
 7） Adulteration of Tea, the Cleveland Herald （Cleveland, Ohio）, Friday, 28th February, 1851, （Data Base: 19th Century 
U.S. Newspaper）．
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装茶情報はほぼイギリスからのものである。その結果、アメリカ市場で販売されていた緑茶を含む偽装
茶葉の品質問題は社会にあまり注目されていなかったためにアメリカ人の日常生活に広く影響しなかっ
た。新聞紙にも偽装茶に関わる記事が僅かな何篇を掲載し、この問題を認識している茶葉販売者でさえ
少なかった。19世紀後期になると、アメリカ市場において益々拡大した緑茶輸入の貿易規模により、ア
メリカが購入した中国緑茶の総量は年々少しずつ増加し、さらに1875年にアメリカへ輸出した中国緑茶
の総量が、イギリスへのそれを超過し、アメリカ合衆国が中国の主な緑茶輸出地となった。それととも
に、偽装茶に誰も見向きしない状況が変わり、アメリカ茶葉市場における長期間に存在していた偽装茶
問題も消費者と販売者の注意を喚起した。アメリカにおける最初の茶葉法律とした1883年の「粗悪不正
茶輸入禁止条例」には個人又は会社が不純の偽造茶、或は化学的な有害物が混入した茶葉を商品として
アメリカに輸入することを禁じると規定したため、その施行はアメリカ税関が茶葉の品質を取り締まる
結果となった。茶葉法案の施行により、茶葉品質の原因でアメリカ市場における緑茶とくに日中緑茶の
輸入禁止事件が頻発した。茶葉法律の公布やこれらの事件により、1883年にアメリカ各新聞紙にも数多
くの偽装茶葉に関する記事が見られた。そこで、1883年に茶葉法律を施行した以降、アメリカ市場にお
いて発生した偽装茶葉事件を参考にし、同年にアメリカ新聞に掲載された偽装茶葉に関わる記事につい
て分析したい。
二、1883年アメリカ市場における偽装茶葉と関連事件
　1883年におけるアメリカ国会に公布された茶葉法案は、日本領事報告で「合眾國議員中近來合眾國ヘ
輸入スル製茶ノ中最モ健康ニ害アル粗惡茶多シ依テ各稅關ニ於テ嚴ニ此等ノ輸入ヲ禁セシメ以テ人民健
康上ノ害ヲ防クヘシトノ議案出セリ8）」と報告されたように、同法はアメリカ政府がアメリカ市場で氾濫
している海外から輸入された茶葉の低品質問題の対策として施行された。この法律は、アメリカにおい
て偽装茶の輸入を禁じることを規定した最初の法律であり、同じ問題を解決している国に参考資料を提
供した。しかも、1883年の「偽装茶葉輸入禁止条例（An act to prevent the importation of adulterated 
and spurious Teas）」によって、当時におけるアメリカ市場や茶商人、そして各国の茶葉産業にも衝撃
が走った。
1 ．1883年アメリカにおける緑茶の輸入状況
　“Chinese Maritime Customs Historical Material: 1859-1948”（『中国舊海関史料』）に見られる茶葉
輸出データとアメリカに駐在した日本領事の報告による1883年におけるアメリカが輸入した茶葉に関わ
る記録を合わせて見れば、1883年
 8） 「紐育之部」、「明治十六年二月中紐育茶市景況」、『通商彙編』第 2 巻（外務省記録局）、30頁。
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表 1　1872年から1883年までアメリカが輸入した製茶比較表9）
単位：ポンド（数量）
年度
日本
綠茶
中国
綠茶
中国・印度
紅茶
合計
1872 17,271,617 22,134,339 20,172,627 59,678,577
1873 18,459,751 19,846,729 13,843,244 52,149,724
1874 21,969,308 19,218,652 17,884,509 59,072,469
1875 26,282,956 17,076,417 13,039,901 56,399,274
1876 23,218,491 14,937,560 16,023,074 54,359,125
1877 22,558,088 15,623,372 20,574,460 58,755,920
1878 25,350,710 17,987,573 17,484,458 55,819,741
1879 34,758,172 15,333,000 18,664,685 68,755,855
1880 19,778,129 19,339,196 32,629,076 81,746,401
1881 35,137,933 20,728,746 24,340,632 80,187,301
1882 34,314,548 18,063,300 22,820,738 75,198,586
1883 34,263,407 11,414,529 18,935,127 64,613,063
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グラフ 1　1872年 -1883年アメリカへ輸出された茶葉比較表
　表 1 は、『通商彙編』、第 5 巻の「紐育之部」によるもので、1884年（明治17年）にニューヨークに駐
在した日本領事である高橋新吉の「製茶ノ儀ニ付卑見報告」に、1872年から1883年にかけて日本、中国
及び印度からアメリカへ輸出された茶葉数量を統計したデータであり、それに基づいて作成した。表 5
に示したように、1872年から1883年までの12年間にわたり、日中緑茶の輸出額はアメリカの輸入茶葉総
額の半数を占めていなかった1880年以外、他の年度の日中緑茶の輸出額は全体の 7 割以上を占めていた
ことから、緑茶はアメリカが輸入した主な茶種であったことが分かる。
　中国緑茶の輸入高は、日本緑茶の上昇に比べ下降傾向にあり、しかも1883年は最低の年となりその輸
 9） 「一千八百七十二年以來日本支那印度ヨリ合眾國へ輸入シタル製茶比較表」、「紐育之部」、『通商彙編』第 5 巻（外務
省記録局）、112-113頁。
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入額は11,414,529ポンドであり、日中印茶葉の輸入総額のうちわずか18％を占めた。しかし、同年にお
ける日本緑茶の輸入額が最高峰に達しなかったが、1883年は日本緑茶の割合が最高の年であった。1883
年、日中緑茶の輸入額の比率は 3 ： 1 であり、日本緑茶の輸入高も割合も同年の中国緑茶より大いに高
かった。
　中国緑茶の輸入量が減少した要因は、1883年に施行された茶葉法案により大量の偽装茶がアメリカ税
関で輸入禁止となった。その事実は、『通商彙編「紐育之部」』に見る1883年の記録にある。
　1883年におけるニューヨークの茶葉市場の変動は大きく、『通商彙編』第 2 巻と第 3 巻の「紐育之部」
には茶葉市場における毎月の輸入茶葉の変動状況についての記録がある。注目したいのは 2 月の茶葉商
況であり、『通商彙編』第 2 巻、「紐育之部」の「明治十六年二月中紐育茶市景況」10）によれば、2 月のニ
ューヨーク茶葉市場は不景気となり、その原因は茶葉品質の問題であった。アメリカは当国へ輸出され
た粗悪不正茶葉に対して国民の健康のために悪品質茶葉の輸入を禁止という議案を可決した。この議案
によって、下等茶の輸入量と販売額は激減したが、すでにニューヨーク茶葉市場へ輸入された茶葉にと
ってはさして影響していなかった。しかし、 3 月になると、「當府茶商等カ合衆國政府ニ於テ粗惡茶ノ輸
入ヲ禁止スルノ議案決定」11）と「本月下旬當府有名ノ茶商「アイウスビーチヤル会社」破產ヲ告ケタル」12）
などの原因で、「各商等互ニ信用ヲ失シ、一時茶商中ノ借貸金利ヲ引上ケ、取引上大ニ不景氣ニ至レリ乍
併投機茶商等金利ノ上進セシヲ以テ、下等茶ノ買入方ヲ見合スルノ有樣ナリ」13）と記されるように、当月
の茶葉市場は混乱していた。中国緑茶は、「明治十六年三月中紐育茶市景況」に「不景氣ニシテ、取引モ
大概糶賣所ニ於テナセリ。相場ハ去月ト差異アルヲ見ス」14）と取引額に大きな進展が見られた。
　さらにこの議案のため、中国緑茶は、『通商彙編』第 2 巻、「紐育之部」の「明治十六年六月中紐育茶
市景況」15）に記録された記事からも明らかなように、この議案は中国緑茶とりわけ中等以下の緑茶に大き
な影響を与えたことが知られる。日本茶葉にも波及し、「日本古茶ハ益不景氣、糶賣所ノ外ハ容易ニ賣捌
口ナシ。直段モ前月ノ相場表ニ較スレバ下落ノ方ナリ」16）と見られるように、前月より販売額が下落し
た。
　1883年に施行したこのような議案は、茶葉市場の商況に大きな影響を与えたことだけではなく、一連
の偽装緑茶禁止事件も引き起こした。
2 ．1883年の偽装緑茶禁止に関わる事件
　1883年、アメリカは税関に検査機関を設け輸入茶葉を検査し、3,000箱の中国の平水茶葉に染料と滑石
粉が含有していることを検出し、アメリカへの輸入を禁止した。この3,000箱の平水茶葉は1883年 3 月 2
10） 「紐育之部」、「明治十六年二月中紐育茶市景況」、『通商彙編』第 2 巻（外務省記録局）、30頁。
11） 「紐育之部」、「明治十六年三月中紐育茶市景況」、『通商彙編』第 2 巻（外務省記録局）、35頁。
12） 同上。
13） 同上。
14） 同上。
15） 「紐育之部」、「明治十六年六月中紐育茶市景況」、『通商彙編』第 2 巻（外務省記録局）、47頁。
16） 同上。
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日に発布された「粗製茶輸入禁止条例」が実施した後、最初に輸入禁止となった「不正茶」となった。
1883年 4 月24日付の日本報告の中でアメリカ桑港駐在代理領事の田邊貞雅はこれに言及している。
桑港之部
桑公第三拾貳號
近来日支両国ヨリ米国へ輸入スル紅緑二種之茶葉中ニハ偽製ノモノ多ク、外貌ハ恰モ精製ノ光澤ヲ
帯ヒ需用ニ適應スヘキ品位ヲ顯スモ、其質ハ粗悪ナル古葉ヲ以テ新茶ニ贗製シ、或ハ廃物ニ属セシ
古茶ヲ上茶之煎汁ニ浸シ香氣ヲ着ケ、製煉薬ヲ以テ粉粧セシモ恰モ新茶様之光澤ヲ帯シメ輸入スル
モノ、往々十ノ七八ハ此偽製ニシテ、就中緑茶ニ贗製最モ多カリシ。斯ル贗製ノ茶ヲ嗜飲スルト、
健康上最モ大害アルコトヲ近頃化学家ノ鑑査スル所トナリ。既ニ先般當國議院之決了セル新法令ニ
據ルニ、日支両国ヨリ輸入スル緑茶ハ、悉皆鑑定嗜飲之上ナラデハ通関スルコトヲ不許。17）
　近年、アメリカへ輸出した日本と清国の茶葉には偽製茶が多く、製茶者は化学的な添加物を用い、古
い茶葉あるいは低品質の茶葉を上品の新茶に加工した。そのような茶葉は人の健康を害するとして、ア
メリカ議会がこの茶葉に対する法令を作り、偽製茶の輸入を禁止したのであった。
　光緖九年（1883年）五月と十一月の『申報』にもこの事が掲載された。
　『申報』第3648号、清光緒九年五月六日、1883年 6 月10日付の「茶客留神」によれば、アメリカへの中
国平水茶葉に関して次の記事が見られる。
昨得美國紐約來之電、謂近有中國運去之平水茶三千五百箱、經美國家飭令不準銷售。緣平水茶內往
往有銅錄等物、攙雑飲之最易滋疾。然則中國茶客可欲覓什一之利、其於茶色茶味愼毋再蹈故轍、爲
外洋所屏果也。18）
　また、『申報』第3826號、清光緒九年十一月六日、1883年12月 5 日付の「禁止貿茶」にも、この事件に
関する記事が見られる。
外洋聞紙言、美國某行貿進中國平水茶三千箱、有各犍客言諸官以爲該茶甚劣、食之損人、官乃禁、
該行不得出售。該行正將茶葉拍賣之際而官禁適至、該行不解其故、疑謂茶葉不得拍賣而不知、實爲
讒言所中傷、經官憲詳查始悉該行並無不合云。19）
　以上のように、1883年 6 月にアメリカのニューヨーク税関において平水茶葉の不正茶事件が発生した。
中国からアメリカに輸入された平水茶葉は、1882年の輸出額が往年と比べると激減し、さらに1883年に
は茶葉の品質が極めて低下し「甚劣」とまで評されるようになった。平水茶葉は、銅録（染料）などの
17） 外務省記録局、『通商彙編』、第 2 巻、明治十六年、「桑港之部」桑公第三拾貳號 東京 : 外務省記録局出版、1886年、
143頁。
18） 『申報』第22冊、上海書店、1983年 8 月、841頁。
19） 『申報』第23冊、上海書店、1983年 8 月、945頁。
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添加物を混入させ、飲むと病気になりやすいと言われたため、中国から輸入した3,500箱の平水茶葉はア
メリカ税関がすべての輸入を阻止した。中国だけでなく、外国の新聞もこの事件について報道した。同
年12月に『申報』は、外国新聞に登載されたアメリカ茶葉市場における平水茶葉の販売状況についての
ルポを報道した。アメリカのある店は中国の平水茶葉を購入したが、政府は平水茶葉が人の健康を損な
うという理由で、平水茶葉の販売を禁じた。
　1883年の茶葉法案が実行された以来、「不正茶禁止事件」も相次いで発生した。
　アメリカのニューヨークで駐在した日本領事官が明治16年（1883） 5 月10日に書いた「公信第三拾九
號—輸入不正茶禁制ノ儀ニ付報告」では、同年 5 月に発生した不正茶事件を報告している。
　禁令ヲ布告シ、四月一日ヨリ實施相成候然ルニ四月十四日龍動ヨリ輸入ノ支那製綠茶二拾萬磅（斤
量）ヲ本月（五月）四日當紐育ニ於テ「ボルドン、アンデ、ウイギン」ナル茶商カ競市場ニ持出セ
シヲ當府衛生局ニテ人身ニ有害ノ不正茶ト見認メ…今般衛生局ノ發賣ヲ禁シタルハ三月二日發令ノ
禁令ニ拘ハラス即一千八百八十三年ニ定メタル有害ノ食物禁令ノ法則ニ因テ處分セラレシテモノト
云20）
　それだけではなく、駐米日本領事の立田革は「不正茶取押ノ件」をタイトルとして 8 月に発生した「偽
装茶禁止事件」の始末について以下のように具体的に記録した。
米國茶輸入規則實施以還桑港輸入商ハ上等品位ノ茶ヲ輸入スルコトノ注意ヲ為セリ是ヲ以テ日本ヨ
リ輸入ノ茶ノ如キ其附色ノ多量ニモ關セス米國監查官之ヲ通關セシメタリ然レトモ輸入商中桑港稅
關ノ茶輸入規則ヲ殆ント胲骨視スルニ至ルモノ往々アルニ傾行セリ而シテ茲ニ一大事件發起セシハ
八月一日米船「ロンデリング、ゼウ」號搭載セシ廣東茶一百箱取押一件ナリ蓋シ此茶ハ其品位下等
ニシテ之レニ加フルニ茶殻及他品ヲ混淆シアルヲ以テ監查官ハ斷然千八百八十三年三月二日ノ法律
ニ違背スルト為シ之レカ輸入ヲ禁止セリ21）
　そして、これらの事件により、「偽装茶」の影響はアメリカの各新聞において大々的に報道された。そ
の根拠は、大量の平水茶葉が「偽装茶」として禁止されたことに対してである。
　1883年 5 月 4 日に掲載された茶葉に関わる記事は、“CHEAP TEA SALES ENJOINED-A WAR 
UPON THE IMPORTATION OF INFERIOR TEAS BEGUN”22）というタイトルにより、1851年に
20） 外務省記録局、『通商彙編』、第 2 巻、明治十六年、「紐育之部」公信第三拾九號―輸入不正茶禁制ノ儀ニ付報告、東
京 : 外務省記録局出版、1886年、23頁。
21） 外務省記録局、『通商彙編』、第 3 巻、明治十六年、「桑港之部」公報第十號、東京 : 外務省記録局出版、1886年、268
頁。
22） “CHEAP TEA SALES ENJOINED-A WAR UPON THE IMPORTATION OF INFERIOR TEAS BEGUN”, 
THE NEW YORK TIMES, May, 4, 1883.
 原文：The Pingsuey teas were of different grades, and ranged in price from 10 to 35 cents a pound. Part of them 
were to have been sold for the account of Purdon& Wiggin, of No. 87 Front-street, and the remainder for 
Williams& Hall, of Boston. Mr. Purdon stated that he had been dealing in teas for 30 years, and had handled 
Pingsuey teas similar in quality to the goods enjoined without having heard of any ill effects being produced by 
them. …He believed that the Pingsuey was as true as any tea…. Mr. Kelloch said that the Pingsuey teas were 
a coarse leaf-green tea, and had been sold by his house for a great many years without any complaint. …Mr. 
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創刊された“THE NEW YORK TIMES”に載られた。アメリカ茶商である James Purdon と George 
T. Kelloch による茶葉についての評価は、以下のように新聞紙に掲載されていた。
　30年の茶葉販売経験を持っているアメリカ茶商の James Purdon は、平水茶葉を偽装茶として税関に
禁止されたことについて批判した。James はアメリカに輸入した平水茶葉が高品質であると思い、平水
茶葉の原因で健康問題を引き起したことがないと提起した。George T. Kelloch も James と同様に茶商
人として15年の販売経験を持っていた。彼も James の評価に賛成し、茶葉販売を営んでいたこの15年間
に、消費者から平水茶葉の品質についてのクレームは一度もなかったことをその根拠としている。この
記事は、この二人の茶商人により、アメリカ茶葉市場でこのような高評価された平水茶葉にしても偽装
容疑があることを提起した。
　次に、1883年の各新聞に掲載された偽装茶に関わる記事を中心に述べたい。
三、1883年アメリカ新聞による偽装茶関連記事
　茶葉の品質問題に密接に関わっていた茶葉販売者と消費者だけではなく、アメリカ全国の各新聞にも
多数の偽装茶葉に関する記事が載せられ、緑茶の偽装問題に対する国民意識は、このような新聞記事と
ともに向上した。これらの記事を整理すれば、1883年におけるアメリカ各地方紙では偽装茶葉に関する
記事は重複記事を除き30本があり、ほとんど毎月に偽装茶葉に関する記事がアメリカ各地の新聞に見ら
れた。茶葉の偽装問題が提起された記事の種類も、偽装茶葉問題によって起こされた事件や事故類のニ
ュースから、偽装茶に関する知識や判定根拠を普及するための文章に始まり、さらにアメリカ各分野に
おける茶葉偽装問題についての評論が含まれた。これにより、茶葉の品質問題は1883年における話題の
ニュースとして各新聞の版面を賑わした。
　前年度（1882年）の僅か 3 篇の関連記事に比べると、アメリカ社会では茶葉の品質問題に注目する人
と関連記事が激増したという変化は、1883年に茶葉法律の公布や施行とに関連性があることが見受けら
れる。1883年の新聞記事のタイトルに偽装茶（adulterated tea）が数回現れていることから、当年のア
メリカ社会のなかで、この問題が絶えず大きな騒ぎを引き起こしていたことは明白である。茶葉法律が
施行された後、アメリカ社会において偽装茶問題に対する評価については、1883年における数多くの新
聞記事の蓄積により、アメリカ人の態度が徐々に明らかになりつつある。1883年における各新聞に掲載
された偽装茶問題を提起した記事のタイトルと発行時間は、以下の表 2 にまとめた。
Kelloch said: “The Pingsuey teas which were to have been sold to-day averaged as high a grade as any 
Pingsuey teas that we have sold during the last 15 years.”
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表 2　1883年における緑茶の偽装問題に関するアメリカ新聞記事
番号 発行日 タイトル 新聞名 発行地
1 1.1 ADULTERATED TEAS The New York Times New York
2 1.8 ADULTERATED TEA The New York Times New York
3 1.9
A bill for the prevention of the importation of 
adulterated tea is before the committee on 
ways and means
Boston Daily Advertiser Boston
4 1.24 RUBBISH SOLD AS TEA The New York Times New York
5 2.2 THE WAR ON ADULTERATED TEAS The New York Times New York
6 2.3 Adulteration of Tea
Frank Leslie’s Illustrated 
Newspaper
New York
7 2.9 COMMERCIAL AFFAIRS The New York Times New York
8 2.26 Summary of the News Boston Daily Advertiser Boston
9 3.1 At Home and Abroad
Frank Leslie’s Illustrated 
Newspaper
New York
10 4.26 Honest Food and Drink Daily Evening Bulletin San Francisco
11 5.4 CHEAP TEA SALES ENJOINED The New York Times New York
12 5.5 AGAINST ADULTERATED TEAS The New York Times New York
13 5.9
タイトルなし（AT the last session at Congress 
a law was passed …to make it unfit for use.）
The News and Observer Raleigh
14 5.13 IMPORTED ADULTERATED TEAS The New York Times New York
15 5.17 General Notes The Congregationalist Boston
16 5.23 THE NEW-YORK TEA EXAMINER The New York Times New York
17 5.26 THE ADULTERATED TEA LAW The New York Times New York
18 6.9 The Cup That Cheers Los Angeles Daily Times Los Angeles
19 6.28 Adulterated Tea Rocky Mountain News Denver
20 7.7 THE TEA INJUNCTION The New York Times New York
21 7.10 AFFAIRS IN CHINA AND JAPAN The New York Times New York
22 7.14 THE TEA TRADE The New York Times New York
23 8.2 ANOTHER SEIZURE OF IMPURE TEAS The New York Times New York
24 8.23 ADULTERATION OF TEAS The New York Times New York
25 8.26 More Adulterated Teas The News and Observer Raleigh
26 8.26 THE TEA-PACKERS’ TRADE The New York Times New York
27 9.30
THE STATE IN ITS RELATION TO 
TRADE
The New York Times New York
28 10.9 Testing Tea Daily Evening Bulletin San Francisco
29 12.1 SELLING PINGSUEY TEA The New York Times New York
30 12.12 EXCLUDING IMPURE TEA The New York Times New York
　1883年に発行された記事を整理すると、偽装茶に関する文章を掲載した新聞の発行地はほとんどがア
メリカの港湾都市であることを示している。とくに、ニューヨーク（New York）とサンフランシスコ
（San Francisco）は、19世紀後期におけるアメリカの主な茶葉市場であり、毎年にわたり大量の輸入茶
葉の販売や積み替えが行われた。また、アメリカ内陸において積替え緑茶の購入量の第一州として、ア
メリカ中部に位置しているミネソタ州（Minnesota）は、ニューヨークとサンフランシスコにおける海
外から輸入された緑茶の主な輸送地であった。その結果、各中部地域の茶商人がここに集まって取引活
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動を行い、ミネソタ州はアメリカ中部の茶葉市場となった。
　各記事の焦点である偽装茶に関する記事は 3 種類に分けることができる。
　第 1 種の記事は、時事情報のニュースである。これに関連する記事は、当時のアメリカにおける偽装
茶により発生した事件を中心として書かれたものである。例えば、アメリカにおける最初の茶葉法案を
施 行 し た 時 に、Boston の“Boston Daily Advertiser”と New York の“Frank Leslie’s Illustrated 
Newspaper”にこの法律について一言で書かれた。
　The United States senate on Saturday passed the Legislative, executive and judicial 
appropriation bill. The house passed the bill to prevent the importation of adulterated of 
spurious tea; also the sundry civil appropriation bill.23）
　The bill to prevent the importation and sale of adulterated tea has passed the House of 
Representatives.24）
　以上に示したように、この二つの短文のニュースは、1883年におけるアメリカ国会に審議された「An 
act to prevent the importation of adulterated and spurious Teas」という法案が成立し、市場に氾濫
していた偽装茶（adulterated / spurious tea）に対処したものであることを提示した。
　さらに、この法案が成立して以降、偽装茶を禁止する事件が数回にわたり起こされ、1883年 5 月 9 日
にノースカロライナ州（North Carolina）のローリ （ーRaleigh）で発行された“The News and Observer”
が以下のような時事ニュースを掲載した。
　At the last session at Congress a law was passed prohibiting the importation of tea 
adulterated with spurious leafs or containing so great an admixture of chemicals of other 
deleterious substances as to make it unfit for use. Under this act some sixty boxes of tea that 
recently arrived from England have been seized and rejected by the government officers.25）
　1883年の茶葉法案が施行されるとともに、アメリカ各税関では、無添加と高品質の茶葉を保証するた
めに海外から輸入された茶葉についての検査を始めると、最近にイギリスから輸入された60箱の偽装容
疑がある茶葉を検出して差し押さえたことが分かる。
　第 2 種の記事は、偽装茶に関する知識や判定根拠を普及するための文章である。このような記事は、
新聞を主な伝播手段として科学とは縁遠い人々に偽装茶やその危険性と検査方法などの知識を普及する
ために書かれたものである。例えば、サンフランシスコで刊行された新聞紙“Daily Evening Bulletin”
は1883年10月 9 日に“Testing Tea”26）という文章を掲載し。この文章は以下のように、アメリカ税関が
輸入茶葉に対する検査はどのように行われたかについて書かれた。
23） Summary of the News. Boston Daily Advertiser （Boston, Massachusetts）, Monday, February 26, 1883; Issue 49.
24） At Home and Abroad. Frank Leslie’s Illustrated Newspaper （New York）, Saturday, March 10, 1883; pg. 39; Issue 
1,433.
25） The News and Observer （Raleigh）, Wednesday, May 09, 1883; Issue 47, （from “19th Century Newspaper” data 
pace）．
26） “Testing Tea”, Daily Evening Bulletin （San Francisco, California）, Tuesday, October 09, 1883; Issue 2, （from 
“19th Century Newspaper” data pace）．
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　… whether the leaves are genuine which he inspects as he looks at them through a 
microscope. … incinerate the leaves and then to examine the ash. If it contains 8  or 9  per 
cent of silica, the substance is suspicious but might still be tea; … Heat is employed also to 
unroll the leaves that they may be examined microscopically. Tests determine whether the tea 
has been chemically adulterated or what leaves have been admixed, and solution is tried in 
water as well as acids…．
　第 3 種の記事は、茶葉偽装問題についての評論である。統計によると、これに関係する記事は、第 1
種と第 2 種の記事よりページ数でも数量でも一番多い。しかも、偽装茶葉問題に対してアメリカ政府の
対策について肯定的な評価だけではなく、否定的な記事もある。例えば、1883年 2 月 3 日にニューヨー
クの新聞紙である“Frank Leslie’s Illustrated Newspaper”には“Adulteration of Tea”が掲げられた。
　… tea adulterated with spurious leaf or with exhausted leaves, … If the tea is found to come 
within the prohibitions of the Act, the importer or consignee must give bond to export it within 
six months. In case of failure to do this, the collector must cause the tea to be destroyed. … the 
effect of which has been, as already intimated, to drive spurious teas out of that market. It is 
to be hoped that the committee’s Bill may be passed with as little delay as possible.27）
　茶葉法案と現在の茶葉市場における消費需求の間には衝突があると提起された。この衝突は茶葉の輸
入貿易で損失が出るだけではなく、茶葉市場では茶葉の供給が需求に追いつかない原因で茶葉の価格は
上昇した。茶葉の販売者と消費者の損失を減少するため、アメリカ政府はイギリスの対策を見習うべき
であるとしている。この描写は、アメリカ人に広く認められたものであり、アメリカ茶葉市場に偽装茶
問題がいかに大きな影響を与えていたかを示している。
　しかし、1883年 1 月 8 日に“THE NEW YORK TIMES”では“ADULTERATED TEA: CONGRESS 
SHOULD ENACT HARDENBERGH’S BILL TO PREVENT IMPORTATION”というレポートの態
度が、上述の記事とは全く逆である。
　In 1861 44,443 packages were forbidden entry and were exported, part of the lot coming to 
this country. As the differential duty ceased on Jan. 1, 1883, undoubtedly more of, if not all, this 
rubbish may be sent to America from China, where it may be forced into the country by 
auction sales and palmed of as good to the poorer people.28）
　1861年にイギリスの規定により、中国からの44,443包の偽装茶がイギリス税関で禁止された後、アメ
リカへ運ばれた。また、当時のアメリカの関係する法律は未熟で大量の偽装茶を輸入した。アメリカ茶
葉法案の実行は偽装茶の流入をある程度まで阻止したため、この記事の作者は茶葉法案の施行は非常に
重要であると提示した。
27） “Adulteration of Tea”, Frank Leslie’s Illustrated Newspaper （New York）, Saturday, February 03, 1883; pg. 386; 
Issue 1, 428, （from “19th Century Newspaper” data pace）．
28） “ADULTERATED TEA: CONGRESS SHOULD ENACT HARDENBERGH’S BILL TO PREVENT 
IMPORTATION”, THE NEW YORK TIMES, January, 8, 1883.
1883年アメリカにおける緑茶の偽装問題と新聞記事（趙）
685
四、おわりに
　中国緑茶の偽装問題は、中国茶の海外市場の発展とともに拡大した。アメリカで茶葉輸入規制に関す
る法律を施行する以前に、イギリスは世界で最初に輸入茶葉とりわけ中国から輸入された緑茶の成分を
緻密に研究し、茶葉の偽装問題を提起した国であった。19世紀前期のイギリス茶葉市場において大量の
低品質緑茶が販売され、多くのイギリスの研究者は輸入された緑茶を実験対象として研究し、茶葉の品
質に対し絶え間なく疑問を呈した。
　当時における茶葉偽装問題について研究を進めていたイギリスの研究者は化学技術や食品分析などの
領域の第一線で活躍していた。緑茶消費国の一国であったアメリカもその影響を受け、茶葉偽装問題に
かかわるイギリスの研究成果を幾つかのアメリカの新聞に転載された。しかし、19世紀中葉におけるア
メリカ各新聞は、イギリス新聞が掲載したこのような偽装茶に関わる研究成果やレポートを相次いで転
載したが、これまでの長い間に中国緑茶の輸出を独占し最大の緑茶販売地であったイギリスと比べると、
アメリカの茶葉市場、とくに緑茶市場はまだ初歩的な段階にあった。しかも、19世紀中期におけるイギ
リスの化学分析の分野では研究者数も研究力も研究成果もアメリカより高く、他方アメリカは茶葉検査
に関わる化学技術が不十分であったため、当時のアメリカ人が手に入れた偽装茶情報はほぼイギリスか
らのものであった。その結果、アメリカ市場で販売されていた緑茶を含む偽装茶葉の品質問題は社会か
らあまり注目されることなく、アメリカ人の日常生活に広く影響しなかった。各新聞にも偽装茶に関わ
る記事を僅か何篇かを掲載するのみで、この問題を認識している茶葉販売者さえ少なかった。19世紀後
期になると、アメリカ市場において益々拡大された緑茶輸入の貿易規模により、アメリカが購入した中
国緑茶の総量は年々少しずつ増加し、さらに1875年にアメリカへ輸出した中国緑茶の輸出高が、イギリ
スへのそれを超過し、アメリカ合衆国は中国の主な緑茶輸入地となった。それとともに、偽装茶に誰も
見向きしない状況が大いに変化し、アメリカ茶葉市場における長期間にわたり偽装茶問題が消費者と販
売者との注意を喚起した。
　アメリカにおける最初の茶葉法律である1883年の「粗悪不正茶輸入禁止条例」には個人また会社が不
純の偽造茶、或は化学的な有害物が混入した茶葉を商品としてアメリカに輸入することを禁じると規定
したため、その施行によりアメリカ税関が茶葉の品質を取り締まる結果となった。茶葉法案の執行によ
り、茶葉品質の原因でアメリカ市場における緑茶とくに日中緑茶の輸入禁止事件がしばしば発生した。
茶葉法律の公布やこれらの事件により、1883年にアメリカ各新聞にも数多くの偽装茶葉に関する記事が
掲載された。茶葉の品質問題に密接に関わっていた茶葉販売者と消費者だけではなく、アメリカ全国の
各新聞にも多数の偽装茶葉に関する記事が載せられ、緑茶の偽装問題に対する国民意識は、このような
新聞記事とともに向上した。これらの記事を整理することにより、1883年におけるアメリカ各地方紙に
は偽装茶葉に関する記事は、重複記事を除き30本が見られ、ほとんど毎月のように偽装茶葉に関する記
事がアメリカ各地の新聞に見られたのである。
　茶葉の偽装問題が提起された記事の種類は、偽装茶葉問題によって起こされた事件や事故類のニュー
スから、偽装茶に関する知識や判定根拠を普及するための文章に至り、さらにアメリカ各階層において
茶葉偽装問題についての評論が含まれていた。各記事の焦点は、偽装茶に関する記事を 3 種類に分ける
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ことができる。
　第 1 種は、時事情報のニュースである。当時のアメリカにおける偽装茶による発生した事件を中心と
したもの。第 2 種は、偽装茶に関する知識や判定根拠を普及するための文章である。科学とは縁遠い人々
に偽装茶やその危険性と検査方法などの知識を普及するために書かれた。第 3 種は、茶葉偽装問題につ
いての評論である。この関係記事は、第 1 種と第 2 種の記事よりページ数でも数量でも最も多い。しか
も、偽装茶葉問題に対してアメリカ政府の対策について肯定面の評価だけではなく、否定的な記事もし
ばしば見られた。
　上述のように、アメリカにおける茶葉の品質問題は1883年における話題のニュースとして各新聞の紙
面を賑わした。1882年の僅か 3 篇の関連記事に比べると、アメリカ社会では茶葉の品質問題に注目する
人と関連記事が激増した大きな変化は、1883年に茶葉法律の公布や施行との関連性があったと言える。
1883年の新聞記事のタイトルに偽装茶が数回に現れたことから、当年のアメリカ社会のなかで、この問
題が絶えず大きな騒動を引き起こしていたことは明白であり、アメリカの人々の認識が大きく変化した
のである。その要因に、1883年にアメリカ各地新聞に多くの偽装茶葉に関する記事が掲載されたことと
大いに関係したことは明らかであると言える。
